
（該当業務： ）

）

）

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

資料等の収集、整理、貸出や蔵書システムの管理等を行い、生活
文化の総合的な向上、発展を目的とする。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

資料等の貸出、返却、収集、管理などを行う。

③

Ｂ Ｃ

播磨内陸生活文化総合センター条例根拠条例等

(①または②の場合)

年度未定

②

根拠法令要綱等

完了予定年度事業開始年度 昭和５９

平成21年度の実施内容・成果

基
本
事
項

行動計画掲載

総事業費 百万円

企画政策課
意 見

百万円

市 長 指 示 事 項 等

百万円 百万円

平成21年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

平成21年度 平成22年度 平成23年度

生涯学習施設の整備・充実

款02

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成20年度（参考）

08

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

教育費

05 社会教育費項

01 一般会計財
務
科
目

豊かな人間性をはぐくむ生涯学習の推進

基 本 政 策

内橋純悟

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

生活文化総合センター費

課名
生活文化総合センター

番号 所属長名

03

02

総
合
計
画

部名

図書館管理運営事業

枝番号

10

会計こころ豊かな人が育ち、いきいきと活躍できるまち

教育委員会

事務事業名

事
務
事
業
の
概
要

百万円 百万円

Ａ

委託の場合

播磨内陸圏域住民、利用者

①

確 認 項 目

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時
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【１次評価】 評価実施：平成21年度

【２次評価】 評価実施：平成21年度

【３次評価】

図書館は必ずしも対象が市民に限られるサービスではないが、市民の利用がどの程度あるのか
を把握・検証していない。
システムのリース・保守管理等に年間200万円を越える経費がかかっている。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

５ 市民ニーズの把握

評価結果 現在の蔵書数は11万５千冊余りで、現在の施設の規模からは、これ以上増やせない状況にある。しかし、現
在ある資料は市の財産であり、利用者が利用できる貴重な資料であることから判断すると、現状の施設・蔵書
管理システムで運営していく方法が最善と思われるが、平成22年度中には、現在の蔵書管理システムの更新
時期に当るため、より良いサービスの提供が行えるような改善を見定めていく必要がる。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

平成22年度中には蔵書管理システムの更新時期となるため、他公共施設との連携を考慮しなが
ら、利用者サービスの向上を図ることのできる蔵書管理システムの導入を検討していきたい。

１

改
善
策

一つの指標として、市内利用者数（延数除く）の把握する必要がある。図書管理システムの更新時には、利用者にとって有
効な更新とすべきであり、学校など他施設が保有する蔵書との連携は必要不可欠と考えられる。また、周辺市町の図書館と
も連携し、各図書館の蔵書を重点的に分類することで、地域の図書を充実させ、且つ市の予算も適正化することも検討する
必要がある。

判
断
理
由

３
実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
５
４

事業の必要性

受益者負担の適切さ

貸出人員

年間貸出人員
494円

年間貸出図書等

目標値
実績値

達成度
単価

達成度
目標値
実績値

達成度

142円

単価

達成度
目標値

3,573

0

3,573

特定財源

3,784

名称

説明

名称

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

一般財源

事業費(決算額) (A)

受益者負担額 (E)

受益者負担率[(E)/(D)] (F)

①

一般人件費[平均給与×(B)]

0 0

3,573

22年度

3,604

0

18年度 19年度 20年度 21年度

0

単位

千円

0

一般財源

3,752

3,573

0

3,604

3,604

3,685

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 12,667

3,604

(A')事業費(予算額または見込額）

3,669

3,669

0

3,784

3,685

3,752

1.50

12,667

総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 16,419 16,352 15,545

22年度

0.0%

21年度
32,000人

0.0%

20年度

527円

123,460冊
125,000冊

29,328人
560円

31,453人31,024人実績値
目標値

18年度 19年度

126円

説明

貸出図書等

単価

実績値

３

名称

114,753冊

５
２ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握
１

説明

成
果
指
標

（
目
標

）

①
162円単価

101,524冊
名称

説明

1.60 1.60

11,876

総
合
評
価

②

②

％ 0.0%

千円

総
合
評
価

総
合
評
価

２評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ５ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 ４

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止
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